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(57)【要約】
【課題】　外径の異なる輸液チューブに対応可能な輸液
ポンプを提供する。
【解決手段】　本体部と、開閉可能なドア部１１０とを
備え、ドア部１００が該本体部に対して閉状態となるこ
とで輸液チューブが該本体部に固定される輸液ポンプ１
００であって、前記本体部は、気泡検出用の送信部と、
受信部と、前記送信部または前記受信部のいずれか一方
が配された第１の規定部材と、押し付け位置と解放位置
との間を回動可能な第２の規定部材と、前記第２の規定
部材を前記解放位置方向に付勢する付勢部材と、を備え
、前記ドア部は、前記本体部に対して閉状態となった場
合に、前記第２の規定部材を、前記押し付け位置方向に
押圧する押圧部材を備えることを特徴とする。
【選択図】　図２



(2) JP 2012-29915 A 2012.2.16

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部と、開閉可能なドア部とを備え、該ドア部が該本体部に対して閉状態となること
で輸液チューブが該本体部に固定される輸液ポンプであって、
　前記本体部は、
　　前記輸液チューブ内の気泡の有無を検出するために、前記固定された輸液チューブに
対して所定の信号を送信する送信部と、
　　前記送信部より送信された信号を受信する受信部と、
　　前記送信部または前記受信部のいずれか一方が配され、前記固定された輸液チューブ
の幅方向の位置を規定する第１の規定部材と、
　　前記送信部または前記受信部のいずれか一方が配され、前記第１の規定部材の内壁に
対して前記輸液チューブを押し付ける押し付け位置と、前記第１の規定部材の内壁に対す
る前記輸液チューブの押し付けを解放する解放位置との間を移動可能な第２の規定部材と
、
　　前記第２の規定部材を前記解放位置の方向に付勢する付勢部材と、を備え、
　前記ドア部は、
　　前記本体部に対して閉状態となる際に、前記第２の規定部材を、前記押し付け位置方
向に押圧する押圧部材を備えることを特徴とする輸液ポンプ。
【請求項２】
　前記押し付け位置において、前記第１の規定部材の内壁と前記第２の規定部材の内壁と
は、略平行となることを特徴とする請求項１に記載の輸液ポンプ。
【請求項３】
　前記押圧部材は、前記ドア部が閉方向に移動する際に、前記第２の規定部材の外壁に当
接することで、該第２の規定部材を前記押し付け位置方向に押圧することを特徴とする請
求項１に記載の輸液ポンプ。
【請求項４】
　前記第２の規定部材は、前記本体部に回動可能に取り付けられていることを特徴とする
請求項１に記載の輸液ポンプ。
【請求項５】
　前記信号は超音波信号であることを特徴とする請求項１に記載の輸液ポンプ。
【請求項６】
　前記第１の規定部材の内壁と前記解放位置における前記第２の規定部材の内壁との間の
距離は、前記輸液ポンプに固定されるべき輸液チューブの最大の外径よりも大きく、前記
第１の規定部材の内壁と前記押し付け位置における前記第２の規定部材の内壁との間の距
離は、前記輸液ポンプに固定されるべき輸液チューブの最小の外径と略等しいか、最小の
外径よりも小さくなるように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の輸液ポン
プ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、輸液ポンプに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、輸液バッグが接続された輸液チューブを複数のフィンガにより順次押圧する
ことで輸液を行う蠕動式輸液ポンプ（以下、単に輸液ポンプと称す）が知られている。
【０００３】
　一般に、輸液ポンプは、各種操作部及び表示部が配された開閉可能なドア部と、輸液チ
ューブを順次押圧するためのフィンガが送液方向に複数配列された本体部とを備えており
、ドア部を開いた状態で、輸液チューブを本体部にセットし、ドア部を閉じることで、輸
液チューブが輸液ポンプに固定される構成となっている（例えば、下記特許文献１参照）
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。
【０００４】
　ここで、輸液チューブを本体部にセットするための機構として、従来の輸液ポンプには
、本体部の上方部に、輸液チューブ内の気泡を検出する気泡検出センサが内蔵された溝部
が配されている。
【０００５】
　一般に、当該溝部は、輸液チューブと気泡検出センサとの間の距離を一定に保ち、かつ
、固定された際に輸液チューブと溝部との間の隙間をなくすために、輸液チューブの外径
に則した開口幅を有しており、これにより、当該気泡検出センサによる高い検出精度が維
持されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－５８７３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、溝部を、輸液チューブの外径に則した開口幅に固定した場合、外径の異
なる輸液チューブに対応できないという問題がある。具体的には、溝部の開口幅よりも外
径の小さい輸液チューブを使用した場合に、溝部の側壁部と輸液チューブとの間に隙間が
生じ、輸液チューブ内の気泡を高精度に検出することができないという問題が生じる。ま
た、外径の大きい輸液チューブを使用した場合に、溝部に輸液チューブをセットしにくい
、あるいはセットできないという問題が生じる。
【０００８】
　このようなことから、外径の異なる輸液チューブを容易にセットでき、かつ、輸液チュ
ーブ内の気泡を検出センサが高精度に検出できるようにするための溝部が構成された輸液
ポンプの提供が望まれている。
【０００９】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、外径の異なる輸液チューブに対応可能
な輸液ポンプを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る輸液ポンプは以下のような構成を備える。
即ち、
　本体部と、開閉可能なドア部とを備え、該ドア部が該本体部に対して閉状態となること
で輸液チューブが該本体部に固定される輸液ポンプであって、
　前記本体部は、
　　前記輸液チューブ内の気泡の有無を検出するために、前記固定された輸液チューブに
対して所定の信号を送信する送信部と、
　　前記送信部より送信された信号を受信する受信部と、
　　前記送信部または前記受信部のいずれか一方が配され、前記固定された輸液チューブ
の幅方向の位置を規定する第１の規定部材と、
　　前記送信部または前記受信部のいずれか一方が配され、前記第１の規定部材の内壁に
対して前記固定される輸液チューブを押し付ける押し付け位置と、前記輸液チューブを前
記第１の規定部材の内壁に対する押し付けから解放する解放位置との間を移動可能な第２
の規定部材と、
　　前記第２の規定部材を前記解放位置の方向に常時付勢する付勢部材と、を備え、
　前記ドア部は、
　　前記本体部に対して閉状態となった場合に、前記第２の規定部材を、前記押し付け位
置方向に押圧する押圧部材を備えることを特徴とする。



(4) JP 2012-29915 A 2012.2.16

10

20

30

40

50

【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、外径の異なる輸液チューブに対応可能な輸液ポンプを提供することが
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態に係る輸液ポンプ１００の外観構成の一例を示す図である。
【図２】輸液ポンプ１００のドア部を開いた状態を示す図である。
【図３】輸液ポンプ１００の溝部を含む断面構成を示す図である。
【図４Ａ】輸液ポンプ１００の溝部の断面構成の詳細を示す図である。
【図４Ｂ】輸液ポンプ１００の溝部の断面構成の詳細を示す図である。
【図５】輸液ポンプ１００の溝部に、異なる外径の輸液チューブを固定した様子を示す図
である。
【図６】本発明の他の実施形態に係る輸液ポンプ６００の外観構成の一例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の各実施形態について図面を参照しながら説明する。
【００１４】
　［第１の実施形態］
　１．輸液ポンプの外観構成
　図１は、輸液チューブ１６０が固定された、本発明の一実施形態に係る輸液ポンプ１０
０の外観構成の一例を示す図である。
【００１５】
　図１に示すように、輸液チューブ１６０の送液方向上流側には、所定の薬液が収容され
た輸液バッグ１６１が接続され、また、送液方向下流側には、クレンメ（クランプ部材）
１６２及び静脈刺針１６３が接続されている。そして、当該静脈刺針１６３が患者の静脈
に刺針され、留置されることで、輸液バッグ１６１内の薬液が患者へと注入される。
【００１６】
　輸液ポンプ１００は、不図示の本体部に開閉可能に取り付けられたドア部１１０を備え
、ドア部１１０の表面には、各種情報が表示される表示部１２０と、操作スイッチ類が配
列された操作部１３０と、ドアロックレバー１４０とが配されており、更に本体部の上面
には動作インジケータ１５０が配されている。
【００１７】
　表示部１２０には、単位時間あたりの流量（送液速度）の設定値と実績値とが切り替え
て表示される流量表示部１２１と、予定流量と積算流量とが切り替えて表示される予定量
積算量表示部１２２と、各種アラーム情報が表示されるアラーム表示部１２３と、輸液チ
ューブ１６０の閉塞圧力の設定レベルが「Ｌ」、「Ｍ」、「Ｈ」で表示される閉塞圧設定
表示部１２４とが配されている。
【００１８】
　なお、アラーム表示部１２３には、更に、後述する気泡検出センサが、輸液チューブ１
６０内の気泡を検出した場合に点灯する気泡検出表示部１２５と、輸液ポンプ１００の内
蔵バッテリの電圧が低下した場合に点灯するバッテリ電圧低下表示部１２６とが配されて
いる。更に、輸液チューブ１６０の閉塞圧力が設定レベルに到達した場合に点灯する閉塞
異常表示部１２７と、ドア部１１０が開状態になった場合に点灯するドア開状態表示部１
２８と、輸液が完了した場合に点灯する完了表示部１２９とが配されている。
【００１９】
　一方、操作部１３０には、送液速度や予定流量を設定するためのアップダウンスイッチ
１３１と、押圧されている間、設定された送液速度（ｍＬ／ｈ）よりも高い送液速度での
送液が可能となる早送りスイッチ１３２とが配されている。
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【００２０】
　また、押圧されることで、輸液が開始される開始スイッチ１３４と、押圧されることで
輸液が強制停止される停止スイッチ１３３と、本体部２００の電源のＯＮ／ＯＦＦを指示
するための電源スイッチ１３５とが配されている。
【００２１】
　なお、電源スイッチ１３５には、隣接して、商用電源または直流電源を使用する場合に
点灯する電源ランプ１３６と、内蔵バッテリを充電中に点灯するとともに、内蔵バッテリ
の残量を表示するバッテリランプ１３７とが配されている。
【００２２】
　また、本体部の上面に配された動作インジケータ１５０には、輸液ポンプ１００の送液
状態を報知する機能が備えられており、送液中は緑色に回転点灯する一方、異常により送
液が停止した場合には、赤色に点灯または点滅する。
【００２３】
　２．ドア部裏面及び本体部の構成
　次に、輸液ポンプ１００のドア部１１０裏面側の構成及び本体部２００の構成について
説明する。
【００２４】
　図２は、ドア部１１０が開状態である輸液ポンプ１００の外観構成（輸液チューブ１６
０がセットされていない状態の外観構成）を示す図である。図２において、２０１はドア
ベースであり、ヒンジ部２０２を介して本体部２００の本体ベース２１１に回動可能に接
続されている。これにより、ドア部１１０が本体部２００に対して開閉自在となる。
【００２５】
　２０３はドアシールゴムであり、エラストマーにより形成され、ドア部１１０の閉状態
において、本体部２００の内部に薬液が浸入するのを防止する。
【００２６】
　２０６は溝部対向部であり、ドア部１１０が閉状態となった場合に、溝部２１２に対向
する位置にくるように配されている。２０７は押圧部材であり、溝部対向部２０６上に配
され、ドア部１１０が閉状態となった場合に、溝部２１２の幅方向の位置を規定する回動
可能な側壁部（第２の規定部材、詳細は後述）を押圧する。これにより、回動可能な側壁
部は、溝部２１２の幅方向の位置を規定する固定の側壁部（第１の規定部材、詳細は後述
）に向かって回動し、固定の側壁部との間に挟持された輸液チューブ１６０を、固定の側
壁部方向に押し付ける（なお、詳細は後述する）。
【００２７】
　２０４はバッファプレート機構であり、ドア部１１０の閉状態で、後述する複数のフィ
ンガによって輸液チューブ１６０が順次押圧された際に、該輸液チューブ１６０の背面を
ドア部側から支持する。２０５は閉塞押え板であり、ドア部１１０の閉状態で、後述する
閉塞センサとの間で輸液チューブ１６０を挟持する。
【００２８】
　一方、本体部２００において、２１２は溝部であり、該溝部２１２を形成する各側壁部
には、輸液チューブ内の気泡の有無を検出する気泡検出センサ（不図示）の送信部及び受
信部が配されている。
【００２９】
　２１３はポンプ機構であり、輸液チューブ１６０を順次押圧し、圧閉する複数のフィン
ガ２１４－１～２１４－５が送液方向に配列されている。
【００３０】
　２１５は閉塞センサであり、永久磁石と、該永久磁石の移動量をアナログ的に検出する
ためのピックアップとから構成されている。閉塞センサ２１５では、輸液チューブ１６０
の閉塞状態に伴う内圧変化に応じて移動した永久磁石の移動量を検出することで、閉塞状
態を検出する。
【００３１】
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　２１６はチューブクランプ保持部であり、輸液チューブ１６０に取り付けられたクラン
プを保持するとともに、ドア部１１０が開状態となった場合に、当該クランプに対して、
輸液チューブを一時的に圧閉するための押圧力を付加する。
【００３２】
　２１７は解除レバーであり、当該解除レバー２１７が操作されることで、チューブクラ
ンプ保持部２１６によるクランプに対する押圧力の付加が解除（つまり、クランプによる
輸液チューブの圧閉が解除）される。
【００３３】
　２１８は規定部であり、輸液チューブ１６０が本体部２００にセットされた際に、輸液
チューブの幅方向の位置を規定する。２１９は、本体部２００の下方部における輸液ポン
プ１００を持ち運ぶ際にユーザが把持するためのハンドルである。
【００３４】
　３．輸液ポンプの断面構成
　次に輸液ポンプ１００の溝部２１２を含む断面構成について説明する。図３は、輸液ポ
ンプ１００の溝部２１２を含む断面を上方から見た場合の構成（図２のＡ－Ａ断面の構成
）を示す図であり、図３（ａ）は、ドア部が開状態にある場合を、図３（ｂ）は、ドア部
が閉状態にある場合をそれぞれ示している。
【００３５】
　図３（ａ）に示すように、ドア部１１０はヒンジ部２０２を回転中心として矢印３１０
方向（本体部２００の本体ベース２１１に略直交する方向、すなわち閉方向）に回動する
ことで、閉位置に移動する。また、上述したようにドア部１１０上であって、本体部２０
０の溝部２１２に対向する位置には、溝部対向部２０６が設けられ、当該溝部対向部２０
６上には、更に押圧部材２０７が取り付けられている。
【００３６】
　ドア部１１０が閉状態となると、押圧部材２０７は回動可能な側壁部（後述）を押圧し
、固定の側壁部（後述）方向に移動させる。これにより、溝部２１２にセットされた輸液
チューブ１６０は固定の側壁部方向に押し付けられ、輸液チューブ１６０は本体部２００
の溝部２１２に隙間なく固定されることとなる（図３（ｂ））。
【００３７】
　４．輸液ポンプ１００の断面構成の詳細
　次に、輸液ポンプ１００の溝部周辺（図３の領域３００）の詳細構成について説明する
。図４Ａ、図４Ｂは、輸液ポンプ１００の溝部２１２の断面構成を詳細に示す図である。
【００３８】
　このうち図４Ａの（ａ）は、ドア部１１０が開状態にある場合の、溝部２１２の断面構
成を示している。図４Ａの（ａ）に示すように、溝部２１２は、セットされた輸液チュー
ブ１６０の背面側の位置を規定する背面部４００と、背面部４００に固定され、溝部２１
２の幅方向の一方の位置を規定する固定の側壁部４０７と、背面部４００に回動可能に取
り付けられ、溝部２１２の幅方向の他方の位置を規定する回動可能な側壁部４０１とを備
える。
【００３９】
　背面部４００は更に回動軸４０２を有しており、矢印４１２方向に回動可能な側壁部４
０１は当該回動軸４０２に軸支されている。また、固定ピン４０５を有しており、回動可
能な側壁部４０１上の固定ピン４０４との間において、バネ等の弾性部材４０６を有して
いる。これにより、回動可能な側壁部４０１は、矢印４１１方向に常時付勢されることと
なる（つまり、弾性部材４０６は付勢部材として機能している）。
【００４０】
　この結果、ドア部１１０が開状態においては、固定の側壁部４０７と回動可能な側壁部
４０１とにより形成される領域４３０（輸液チューブ１６０がセットされる領域）の幅は
、Ｌ１となる。
【００４１】
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　本実施形態の輸液ポンプ１００において、幅Ｌ１は、輸液ポンプ１００において使用さ
れる様々な外径の輸液チューブのうち、最大の外径よりも大きくなるように構成されてい
るものとする。このため、図４Ａの（ａ）に示す状態では、輸液チューブ１６０を領域４
３０にセットしたとしても、輸液チューブ１６０は、回動可能な側壁部４０１から固定の
側壁部４０７方向への押し付け力を受けることはない（以下では、回動可能な側壁部４０
１の図４Ａの（ａ）に示す位置を、「解放位置」と称する）。
【００４２】
　このため、ユーザは、輸液チューブの外径によらず、輸液チューブを溝部２１２に容易
にセットすることができる。
【００４３】
　なお、固定の側壁部４０７には、気泡検出センサの受信部４０８が内蔵されており、回
動可能な側壁部４０１には、気泡検出センサの送信部４０３が内蔵されている。
【００４４】
　図４Ａの（ｂ）は、ドア部１１０を閉方向に移動させた際の、押圧部材２０７が回動可
能な側壁部４０１に当接する直前の様子を示している。図４Ａの（ｂ）に示すように、押
圧部材２０７の先端部には、摺動部材４０９が押圧部材２０７に回動可能に取り付けられ
ている。これにより、押圧部材２０７が回動可能な側壁部４０１の外壁４１０に当接した
場合であっても、押圧部材２０７は、回動可能な側壁部４０１の外壁４１０上を滑らかに
移動することができる。なお、押圧部材２０７が外壁４１０上を移動することで、回動可
能な側壁部４０１には、矢印４１１方向の付勢力に対抗する、矢印４１３方向の回動力が
発生する。
【００４５】
　図４Ｂの（ａ）は、矢印４１３方向に発生した回動力により、回動可能な側壁部４０１
が回動軸４０２周りに回動している様子を示している。図４（Ｂ）の（ａ）に示すように
、回動可能な側壁部４０１が回動軸４０２周りに回動することで、固定の側壁部４０７と
の間に形成される領域４３０は徐々に狭まっていく。
【００４６】
　図４Ｂの（ｂ）は、ドア部１１０が閉状態にある場合の、溝部２１２の断面構成を示し
ている。図４Ｂの（ｂ）に示すように、ドア部１１０が閉状態となることで、溝部対向部
２０６と背面部４００とは略平行となる。また、固定の側壁部４０７の内壁と回動可能な
側壁部４０１の内壁も略平行となる。このとき固定の側壁部４０７と回動可能な側壁部４
０１とにより形成される領域４３０の幅は、Ｌ２となる。
【００４７】
　本実施形態の輸液ポンプ１００において、幅Ｌ２は、輸液ポンプ１００において使用さ
れる様々な外径の輸液チューブのうち、最小の外径と略等しいか、最小の外径よりも小さ
くなるように構成されているものとする。このため、図４Ｂの（ｂ）に示す状態では、領
域４３０に固定された輸液チューブ１６０は、固定の側壁部４０７と回動可能な側壁部４
０１とにより、隙間なく挟持されることとなる（以下では、回動可能な側壁部４０１の図
４Ｂの（ｂ）に示す位置を、「押し付け位置」と称す）。
【００４８】
　この結果、送信部４０３より出射される気泡検出のための検出信号（例えば、超音波信
号）は、回動可能な側壁部４０１の内壁と輸液チューブ１６０との間、及び、輸液チュー
ブ１６０と固定の側壁部４０７の内壁との間においてほとんど減衰することなく、受信部
４０８において受信されることとなる。つまり、外径の異なる輸液チューブが固定された
場合であっても、高精度に気泡を検出することが可能となる。
【００４９】
　なお、閉状態にあるドア部１１０が開方向に回動すると、弾性部材４０６の付勢力によ
り、図４Ｂの（ｂ）→（ａ）→図４Ａの（ｂ）→（ａ）の順序で、回動可能な側壁部４０
１が解放位置方向に回動し、ドア部１１０が開状態では、解放位置に到達する。
【００５０】
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　５．実施例
　次に、輸液ポンプ１００の溝部２１２に、異なる外径の輸液チューブ１６０を固定した
場合の例について説明する。図５は、輸液ポンプ１００の溝部２１２に、異なる外径の輸
液チューブ１６０を固定した例を示す図である。
【００５１】
　図５の（ａ）は、領域４３０にセットされた輸液チューブ１６０が、固定の側壁部４０
７の内壁と押し付け位置における回動可能な側壁部４０１の内壁との間の幅Ｌ２と略等し
い外径（例えば、外径３．３ｍｍ）を有する場合の、該輸液チューブ１６０の固定状態を
示す図である。図５の（ａ）に示すように、輸液チューブ１６０が、固定の側壁部４０７
の内壁と回動可能な側壁部４０１の内壁とにより隙間なく挟持されることで、送信部４０
３から出射された検出信号は、回動可能な側壁部４０１と輸液チューブ１６０との間でほ
とんど減衰することなく直進することとなる。また、輸液チューブ１６０と固定の側壁部
４０７との間でもほとんど減衰することなく直進し、受信部４０８において受信されるこ
ととなる。
【００５２】
　図５の（ｂ）は、領域４３０にセットされた輸液チューブ１６０が、固定の側壁部４０
７の内壁と解放位置における回動可能な側壁部４０１の内壁との間の幅Ｌ１よりも、やや
小さい外径（例えば、外径４．５ｍｍ）を有する場合の、該輸液チューブ１６０の固定状
態を示す図である。図５の（ｂ）に示すように、輸液チューブ１６０が、回動可能な側壁
部４０１により固定の側壁部４０７方向（押し付け位置方向）に押し付けられることで、
輸液チューブ１６０は、背面部４００方向及び溝部対向部２０６方向に変形する。なお、
ドア部１１０の閉状態における、背面部４００と溝部対向部２０６との間の距離は、変形
した輸液チューブ１６０が収まる距離に設計されているものとする。
【００５３】
　この結果、輸液チューブ１６０は、固定の側壁部４０７の内壁と回動可能な側壁部４０
１の内壁とにより隙間なく挟持されることとなり、送信部４０３から出射された検出信号
は、回動可能な側壁部４０１と輸液チューブ１６０との間でほとんど減衰することなく直
進することとなる。また、輸液チューブ１６０と固定の側壁部４０７の内壁との間でほと
んど減衰することなく直進し、受信部４０８において受信されることとなる。
【００５４】
　以上の説明から明らかなように、本実施形態に係る輸液ポンプ１００では、溝部２１２
を、固定の側壁部４０７と回動可能な側壁部４０１とにより形成する構成とした。
【００５５】
　また、回動可能な側壁部４０１を、解放位置方向に常時付勢するとともに、ドア部１１
０が閉方向に回動された際には、ドア部１１０に取り付けられた押圧部材２０７が、回動
可能な側壁部４０１を押し付け位置方向に押圧する構成とした。
【００５６】
　更に、回動可能な側壁部４０１が解放位置にある場合に、回動可能な側壁部４０１の内
壁と固定の側壁部４０７の内壁との間の幅Ｌ１が、利用可能な輸液チューブの最大外径よ
りも大きくなるよう構成するとともに、回動可能な側壁部４０１が押し付け位置にある場
合には、回動可能な側壁部４０１の内壁と固定の側壁部４０７の内壁との間の幅Ｌ２が、
利用可能な輸液チューブの最小外径と略等しいか小さくなるよう構成した。
【００５７】
　この結果、輸液チューブの外径に関わらず、輸液チューブを溝部に容易にセットするこ
とが可能となるとともに、高精度に気泡を検出することが可能となった。
【００５８】
　［第２の実施形態］
　上記第１の実施形態では、回動可能な側壁部４０１に気泡検出センサの送信部を配し、
固定の側壁部４０７に気泡検出センサの受信部を配する構成としたが、本発明はこれに限
定されない。回動可能な側壁部４０１に気泡検出センサの受信部を配し、固定の側壁部４
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０７に気泡検出センサの送信部を配する構成としてもよい。
【００５９】
　また、上記第１の実施形態では、溝部２１２を形成する側壁部のうち、一方の側壁部の
みを回動可能に構成したが、本発明はこれに限定されず、両方の側壁部を回動可能に構成
してもよい。
【００６０】
　また、上記第１の実施形態では、溝部２１２を形成する側壁部のうち、一方の側壁部を
、回動軸回りに回動するよう構成したが、本発明はこれに限定されず、直線の案内路上を
平行に移動可能となるように構成してもよい。
【００６１】
　［第３の実施形態］
　上記第１及び第２の実施形態では、輸液チューブ１６０が縦向きに固定される輸液ポン
プについて説明したが、本発明はこれに限定されず、例えば、輸液チューブが横向きに固
定される輸液ポンプであってもよい。
【００６２】
　図６は、輸液チューブが横向きに固定される輸液ポンプの一例を示す図である。以下、
輸液チューブが横向きに固定される輸液ポンプについて簡単に説明する。
【００６３】
　図６の（ａ）に示すように、ドア部６２０は、連結部６２１において送液部６１０と連
結されており、矢印６２２方向に開閉可能に構成されている。
【００６４】
　ユーザインタフェース部６３０は、操作部６３０Ａと表示部６３０Ｂとを備える。操作
部６３０Ａには、送液部６１０において送液を行う際に用いられる各種設定値を入力した
り、送液の開始／終了等を指示するための操作スイッチや、輸液ポンプ６００の電源のＯ
Ｎ／ＯＦＦを指示するための電源スイッチ等が配されている。
【００６５】
　また、表示部６３０Ｂは、操作部６３０Ａより入力された各種設定値を表示したり、送
液部６１０の送液状態を表示したりする。
【００６６】
　なお、本実施形態に係る輸液ポンプ６００では、ユーザインタフェース部６３０が、ド
ア部６２０とは独立して配されているため、ドア部６２０の開閉状態に関わらず、ユーザ
は、表示部６３０Ｂを視認したり、操作部６３０Ａを介して各種操作を行ったりすること
ができる。
【００６７】
　図６の（ｂ）は、ドア部６２０の開状態を示しており、輸液ポンプ６００のドア部６２
０の裏面側の構成及び送液部６１０の構成が図示されているが、図２と同様の構成である
ため、ここでは説明を省略する。
【００６８】
　このように、上記第１及び第２の実施形態において説明した溝部２１２は、輸液チュー
ブ１６０が縦向きに固定される輸液ポンプであっても、横向きに固定されるポンプであっ
ても適用可能である。
【符号の説明】
【００６９】
１００：輸液ポンプ、１１０：ドア部、１２０：表示部、１３０：操作部、１４０：ドア
ロックレバー、１５０：動作インジケータ、１６０：輸液チューブ、２０６：溝部対向部
、２０７：押圧部材、２１２：溝部、２１３：ポンプ機構、２１４－１～２１４－５：フ
ィンガ、２１５：閉塞センサ、２１６：チューブクランプ保持部、２１７：解除レバー、
４０１：回動可能な側壁部、４０２：回動軸、４０３：送信部、４０４：固定ピン、４０
５：固定ピン、４０６：弾性部材、４０７：固定の側壁部、４０８：受信部、４０９：摺
動部材、４１０：外壁、４３０：領域
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